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６
月
の
予
定 

日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 

 

学
校
総
合
班
大
会
予
備
日 

漢
字
検
定 

学
校
総
合
班
大
会
３
日
目
（
給
食
な
し
、
３
時
間
授
業
） 

学
校
総
合
班
大
会
２
日
目
（
給
食
な
し
、
３
時
間
授
業
） 

色
覚
検
査
（
１
年
希
望
者
） 

学
校
総
合
班
大
会
１
日
目
（
給
食
な
し
、
３
時
間
授
業
） 

色
覚
検
査
（
１
年
希
望
者
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生
徒
評
議
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

授
業
変
更
（
月
①
～
⑤
＋
火
⑥
） 

３
年
振
替
休
業
日 

 
 

授
業
変
更
（
火
①
～
⑤
） 

３
年
修
学
旅
行
３
日
目 

３
年
修
学
旅
行
２
日
目 

３
年
修
学
旅
行
１
日
目 

２
年
社
会
体
験
チ
ャ
レ
ン
ジ 

生
徒
評
議
会 

 

２
年
社
会
体
験
チ
ャ
レ
ン
ジ 

１
年
校
外
学
習 

２
年
社
会
体
験
チ
ャ
レ
ン
ジ 

３
年
振
替
休
業
日 

水
泳
学
校
総
合
体
育
大
会
（
桶
川S

w
im

） 

通
信
陸
上
県
大
会 

通
信
陸
上
県
大
会 

修
学
旅
行
事
前
打
ち
合
わ
せ 

学
校
運
営
協
議
会 

 

ア
ル
ミ
缶
回
収
デ
ー
・
登
校
指
導 

各
種
委
員
会 

 

全
校
朝
会 

  

様
々
だ
と
思
い
ま
す
が
、
基
本
的
に
は
、

自
分
の
一
言
で
相
手
を
嫌
な
気
持
ち
に
さ

せ
た
く
な
い
、
と
い
う
気
持
ち
が
働
い
て

い
る
よ
う
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。 

  

「
挨
拶
」
と
は
禅
宗
の
問
答
で
、
「
挨

拶
」
の
「
挨
」
は
「
自
分
の
心
を
積
極
的

に
開
い
て
近
付
く
」
、
「
拶
」
は
「
心
を
開

い
た
状
態
で
、
人
の
心
に
迫
る
」
と
い
う

意
味
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
人
に
近
付

き
、
迫
る
こ
と
が
憚(

は
ば
か
ら)

れ
る
時

代
」
に
生
き
て
い
る
鴻
中
生
が
、
「
皆
で

取
り
組
む
」
と
い
う
力
を
借
り
て
、
挨
拶

を
自
分
か
ら
し
て
み
た
い
、
と
取
り
組
ん

で
い
る
の
が
、
本
校
の
「
あ
い
さ
つ
運

動
」
な
の
で
す
。 

  

先
月
か
ら
、
正
門
や
校
庭
、
廊
下
で

も
、
明
る
い
笑
顔
で
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い

ま
す
。
」
「
こ
ん
に
ち
は
」
と
、
覚
悟
を
も

っ
て
、
近
付
き
、
迫
っ
て
く
る
鴻
中
生
が

増
え
て
き
て
い
ま
す
。
き
っ
と
、
今
月
か

ら
は
、
「
こ
ん
に
ち
は
。
校
長
先
生
、
今

日
は
暑
い
で
す
ね
。
」
と
「
あ
い
さ
つ
＋

（
プ
ラ
ス
）
１
（
ワ
ン
）
ま
で
仕
掛
け
て

く
る
生
徒
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
、

と
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

令和６年 

５月３１日 

第３号 
発行 
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鴻
中
だ
よ
り 

お知らせ 

教材費などの自動

引き落とし日は、 

６月１０日(月)です 

欠席遅刻の連絡 

8:05までにお願い

いたします。 

さわやか相談室 

開室時間 

AM10:30～PM3:30 

相談室直通電話 

048-543-5211 

お詫び 

前回の学校便りにて6月28日(金)はお弁当持

参とお知らせいたしましたが、午前中３時

間授業となりましたので、お弁当は不要と

なりました。お詫びして訂正いたします。 

５
月
後
半
、
鴻
巣
中
で
は
、
３
回
の

「
あ
い
さ
つ
運
動
」
が
展
開
さ
れ
ま
し

た
。
生
徒
会
の
呼
び
か
け
か
ら
始
ま
っ
た

生
徒
主
体
の
活
動
で
す
。
水
曜
日
朝
、
自

主
的
に
集
ま
っ
た
生
徒
達
が
、
正
門
、
女

子
校
側
門
、
部
室
棟
側
門
、
１
年
校
舎

前
、
４
階
校
舎
前
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所

で
、
登
校
す
る
鴻
中
生
を
元
気
よ
く
笑
顔

で
迎
え
入
れ
ま
す
。
取
組
当
初
の
参
加
人

数
は
少
数
で
し
た
が
、
５
月
は
参
加
者
が

集
ま
り
過
ぎ
て
、
今
回
は
１
、
２
組
、
来

週
は
３
、
４
、
５
組
、…

と
調
整
が
必
要

な
状
態
に
ま
で
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

  

「
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
学
校
に
し
た

い
。
」
と
い
う
、
教
職
員
・
生
徒
共
通
の

思
い
が
今
の
『
あ
い
さ
つ
運
動
』
を
生

み
、
「
あ
い
さ
つ
を
す
る
と
気
持
ち
が
い

い
な
。
」
「
あ
い
さ
つ
は
大
切
だ
な
。
」
と

い
う
実
感
を
、
体
験
を
通
し
て
学
ん
で
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

  

昭
和
世
代
の
多
く
は
、
親
か
ら
、
「
あ

い
さ
つ
は
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
も
の
」

と
躾(

し
つ)

け
ら
れ
、
中
学
校
の
部
活
動

で
は
、
そ
の
異
年
齢
集
団
と
い
う
組
織
の

中
で
上
手(

う
ま)

く
や
っ
て
い
く
た
め

に
、
自
然
と
身
に
付
い
た
の
が
「
言
葉
遣

い
」
や
「
あ
い
さ
つ
」
だ
っ
た
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。 

  

し
か
し
、
今
は
、
あ
い
さ
つ
が
で
き
な

い
こ
と
を
叱
る
親
も
上
級
生
も
少
な
く
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
や
背
景
は

生徒作・あいさつ運動ポスター 

広
が
る
「挨
拶(

あ
い
さ
つ)

運
動
」 

 
 

 
 

 

～
心
を
開
い
て
明
る
く
迫
る
鴻
中
生
～ 

校
長 

服
部
幸
司 

6月23日は沖縄戦（太

平洋戦争末期）の犠

牲者の霊を慰め世界

の恒久平和を願う

「慰霊の日」です。 

１年校外学習 

伊香保グリーン牧場にて飯盒炊さ

ん（カレーづくり）をします。 

２年社会体験チャレンジ 

鴻巣近辺にある50の事業所にて

職業体験をします。事業所の皆

様のご協力に感謝いたします。 

３年修学旅行 

新幹線乗車。２泊３日で

奈良・京都方面を訪れま

す。実行委員を中心に事

前学習を進めています。 

学
力
の
向
上
を
目
指

し
、
自
主
的
・
意
欲
的

に
学
習
に
臨
む
習
慣
を

育
む
こ
と
と
、
「
静
」
で

始
ま
り
、
「
静
」
で
終
わ

る
落
ち
着
い
た
学
校
生

活
の
流
れ
を
育
む
事
を

コ
ラ
ム
視
写 

目
的
と
し
て
コ
ラ
ム
視
写
を
継
続
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
一
日
の
授
業
終
了
後
に
全
校
生

徒
が
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

ご
覧
く
だ
さ
い 

 

正
門
の
掲
示
板
に
学

校
の
教
育
活
動
が
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
覧

い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸

甚
で
す
。 

JRC
加
盟
登
録
式 

５
月
13

日(

月)

に
美
化

JRC
委
員
会
主
催
の
生
徒
集

会
が
行
わ
れ
、
生
徒
全
員

で
赤
十
字
の
誓
い
の
言
葉

を
言
い
ま
し
た
。 



 


